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院
政
期
大
嘗
会
供
膳
の
「
秘
説
」
に
つ
い
て

　
　

加
瀬
直
弥

　
　
　

は
じ
め
に

　

大
嘗
祭
の
作
法
へ
の
関
心
は
、
い
わ
ゆ
る
「
秘
儀
」
論
と
い
う
形
で
近

現
代
を
席
捲
し
た（

（
（

。
史
料
に
基
づ
け
ば
供
膳
に
他
な
ら
ぬ
十
一
月
中
卯
日

の
親
祭（

（
（

を
、
近
代
学
問
の
も
と
で
詮
索
し
た
結
果
の
産
物
が
そ
れ
と
い
え

る
が
、「
旧
規
」
と
い
う
言
い
方
で
表
現
さ
れ
て
い
た（

（
（

供
膳
の
作
法
を
、

神
秘
的
な
も
の
と
し
て
評
価
す
る
営
み
自
体
は
中
世
か
ら
あ
っ
た
。

　
「
秘
説
」を
明
か
す『
後
鳥
羽
院
御
記（

（
（

』は
、そ
の
営
み
の
中
で
は
古
く
、

か
つ
実
際
の
供
膳
に
お
い
て
も
後
代
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
史
料
と
い
え

る（
（
（

。
本
稿
で
は
、
安
江
和
宣
氏
を
は
じ
め
と
す
る
大
嘗
会
の
儀
式
作
法
の

研
究（

（
（

に
基
づ
き
つ
つ
、「
秘
説
」成
立
の
背
景
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
問
題
の
答
え
は
す
で
に
安
江
氏
が
示
唆
し
て
い
る
。

後
述
す
る
が
、『
後
鳥
羽
院
御
記
』
は
、
供
膳
時
の
配
膳
法
の
優
劣
判
断

を
「
秘
説
」
の
一
つ
と
す
る
。
こ
の
判
断
が
な
さ
れ
た
理
由
と
し
て
氏
は
、

摂
政
扶
持
の
大
嘗
会
が
続
く
中
で
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
古
儀
の

復
興
を
あ
げ
て
い
る
。
氏
が
「
古
儀
」
と
す
る
配
膳
法
の
権
威
高
揚
に
、

「
秘
説
」
が
一
定
の
効
果
を
及
ぼ
し
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
後

代
の
史
料
に
よ
る
見
解
を
排
し
て
位
置
付
け
を
考
察
す
る
と
、「
秘
説
」

成
立
の
別
の
要
因
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
本
稿
で
は
そ
の
点
を
明
ら
か
に
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し
た
い
。

　
　
　

一
、
白
河
院
政
期
に
お
け
る
供
膳
作
法
の
実
態

㈠　

二
種
の
配
膳
法

　
『
後
鳥
羽
院
御
記
』
は
、
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
の
順
徳
天
皇
の
大

嘗
会
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。
同
記
に
は
供
膳
に
関
す
る
「
殊
秘
説
」
が

三
か
事
あ
る
と
す
る
。
箇
条
書
き
で
の
説
明
で
は
な
い
の
で
、
個
々
の
内

容
を
確
定
さ
せ
る
の
は
困
難
だ
が
、
記
載
の
詳
細
度
か
ら
す
る
と
、
神
殿

内
に
敷
か
れ
る
神
食
薦
に
神
饌
を
配
膳
す
る
時
の
配
膳
法
は
、
う
ち
一
条

に
数
え
ら
れ
よ
う
。

　

神
食
薦
へ
は
、
平
手
と
呼
ば
れ
る
柏
葉
の
器
に
、
天
皇
手
自
か
ら
持
っ

た
各
種
神
饌
を
神
に
配
膳
す
る
。
こ
の
時
の
配
膳
法
に
つ
い
て
『
後
鳥
羽

院
御
記
』
で
は
、「
白
河
院
御
説
」
と
す
る
二
行
説
と
、「
陪
膳
采
女
安
芸

説
」
の
五
出
説
を
配
置
図
入
り
で
詳
細
に
併
記
し
、
前
者
を
「
上
説
」、

後
者
を
「
次
説
」
と
す
る
。

　

同
記
の
示
す
二
つ
の
説
と
は
そ
れ
ぞ
れ
い
か
な
る
も
の
か
。
ま
ず
二
行

説
だ
が
、
御
飯
の
平
手
を
一
列
あ
た
り
五
つ
ず
つ
、
横
二
列
に
配
す
る
。

そ
の
上
に
生
物
・
干
物
の
平
手
を
同
数
重
ね
置
く
。
菓
子
の
平
手
も
十
二

枚
中
十
枚
は
同
様
に
重
ね
る
が
、
六
つ
目
と
十
二
つ
目
は
列
と
列
の
間
の

中
央
に
置
く
。「
二
行
」
と
は
二
列
の
こ
と
で
あ
る
。

　

対
す
る
五
出
説
は
、
御
飯
の
平
手
を
五
つ
花
弁
状
に
置
き
、
そ
の
上
に

御
飯
五
つ
を
重
ね
、
さ
ら
に
生
物
・
干
物
は
五
つ
ず
つ
二
重
に
す
る
。
菓

子
は
五
つ
ず
つ
二
重
に
重
ね
置
く
も
の
の
他
、
花
弁
の
内
側
に
六
つ
目
と

十
二
つ
目
の
平
手
を
置
く
。
結
果
、
体
裁
は
丁
度
梅
鉢
の
紋
状
に
な
る
。

「
五
出
」
と
は
五
枚
の
花
弁
の
こ
と
で
、
一
部
の
菓
子
を
除
け
ば
二
行
説

の
倍
平
手
が
重
な
る
。

　

な
お
、
配
膳
す
る
神
饌
の
種
類
と
員
数
、
さ
ら
に
い
え
ば
陪
膳
の
順
番

に
つ
い
て
、
両
説
に
違
い
は
な
い
。
二
行
説
の
方
が
重
ね
る
神
饌
が
少
な

く
安
定
し
、
薦
の
寸
法
か
ら
い
っ
て
も
配
膳
し
や
す
く
思
わ
れ
る
が（

（
（

、
そ

う
し
た
評
価
も
含
め
、
優
劣
の
根
拠
を
同
記
は
明
示
し
て
い
な
い
。

　

さ
て
、
配
膳
法
が
併
存
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
安
江
氏
が
詳
細
に
論

じ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
摂
政
が
代
わ
り
に
供
膳
す
る
時
、
五
出
説
に
よ

り
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
堀
河
天
皇
・
鳥
羽
天
皇
の
時
か
ら
と
結
論
付

け
、
二
行
説
は
そ
れ
以
前
の
伝
統
的
な
説
と
指
摘
す
る（

（
（

。
こ
の
指
摘
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
、
説
の
整
理
を
し
て
い
き
た
い
。

㈡　

配
膳
法
採
用
の
実
態

　

大
嘗
会
の
配
膳
法
に
つ
い
て
記
し
た
院
政
期
の
儀
式
書
と
し
て
は
、
ま

ず
『
江
家
次
第
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。
同
書
で
は
、「
置
レ
膳
之
体
如
二
五
出
一
」
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と
記
さ
れ
て
お
り（

（
（

、
五
出
説
を
採
っ
て
い
る
と
了
解
で
き
る
。
同
書
の
悠

紀
・
主
基
斎
国
一
覧
に
は「
天
仁
近
江
甲
賀

丹
波
氷
上
」と
あ
り
、天
仁
元
年（
一
一
〇
八
）

の
大
嘗
会
に
基
づ
い
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
大
嘗
会
の
記
事
に

つ
い
て
は
、
承
保
元
年
（
一
〇
七
四
）
の
先
々
代
白
河
天
皇
に
よ
る
大
嘗

会
か
ら
、
寛
治
元
年
（
一
〇
八
七
）
の
先
代
堀
河
天
皇
の
大
嘗
会
ま
で
に

成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。
そ
う
な
る
と
五
出
説
は
、
寛
治
の
大
嘗

会
の
時
に
は
、
す
で
に
了
解
さ
れ
た
配
膳
法
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
『
江
家
次
第
』
を
編
ん
だ
大
江
匡
房
は
、
天
仁
の
大
嘗
会
に
つ
い

て
も
供
膳
次
第
を
記
録
し
て
い
る
。
そ
の
『
天
仁
大
嘗
会
記
』
に
は
、
陪

膳
が
神
食
薦
の
上
に
平
手
を
置
く
作
法
を
割
注
で
示
し
て
い
る（
（1
（

。
前
近
代

か
ら
語
義
不
明
と
さ
れ
た
こ
の
割
注
に
つ
い
て
は
、
安
江
氏
に
よ
り
、
二

行
説
と「
或
記
」の
五
出
説
を
紹
介
し
て
い
る
と
判
明
し
て
い
る（
（1
（

。「
或
記
」

を
引
い
て
い
る
以
上
、
天
仁
よ
り
前
の
大
嘗
会
の
配
膳
法
と
し
て
五
出
説

が
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
、『
江
家
次
第
』
が
同
説
に
言
及
し
て

い
る
点
と
も
矛
盾
し
な
い
。
少
な
く
と
も
、
五
出
説
が
白
河
院
政
期
に
創

出
さ
れ
た
可
能
性
は
低
い
。

　

対
し
て
、二
行
説
は
い
つ
ま
で
遡
る
か
厳
密
に
は
定
か
で
な
い（
（1
（

。た
だ
、

こ
の
説
を
支
持
す
る
白
河
院
が
、
神
座
の
舗
設
法
に
つ
い
て
『
延
喜
式
』

を
根
拠
と
す
る
も
の
を
支
持
し
て
い
た（
（1
（

点
を
踏
ま
え
る
と
、
法
か
儀
式
書

に
そ
の
根
拠
を
見
出
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
説
の
淵
源
に
つ
い
て

は
、『
後
鳥
羽
院
御
記
』
を
含
め
、
配
膳
法
を
記
す
院
政
期
の
史
料
で
は

注
目
さ
れ
て
い
な
い
。

　
『
天
仁
大
嘗
会
記
』
の
割
注
は
、
何
が
し
か
の
記
録
を
引
か
ず
に
、

「
始
レ
自
二
東
中
間
一
行
レ
北
二
行
置
之
」、つ
ま
り
、二
行
説
を
冒
頭
に
示
す
。

実
際
ど
ち
ら
の
説
で
行
わ
れ
た
か
は
、
割
注
の
後
の
配
膳
法
の
次
第
が
決

め
手
を
欠
く
表
現
を
取
っ
て
い
る
の
で
定
か
と
は
い
え
な
い
。
だ
が
、
同

記
を
習
礼
の
記
録
と
す
る
安
江
氏
の
指
摘
に
留
意
す
れ
ば
、
天
仁
の
大
嘗

会
で
は
少
な
く
と
も
、
二
行
説
が
検
討
対
象
に
な
っ
た
の
は
確
か
で
あ
ろ

う
。

㈢　

保
安
の
大
嘗
会
の
配
膳
法
を
め
ぐ
る
問
題

　

さ
て
、
配
膳
法
は
、
保
安
四
年
（
一
一
二
三
）
の
崇
徳
天
皇
に
よ
る
大

嘗
会
で
も
注
目
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
供
膳
の
次
第
に
つ
い
て
は
、
摂
政
藤

原
忠
通
が
『
大
嘗
会
卯
日
御
記
』
と
『
法
性
寺
殿
御
次
第（
（1
（

』
で
詳
細
に
記

録
し
て
い
る
。
後
者
は
五
出
説
を
本
文
に
記
し
、
そ
れ
に
対
す
る
頭
注
と

裏
書
を
付
記
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
実
録
で
あ
る
前
者
は
両
説
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
を
併
記
す
る
に
留

ま
っ
て
い
る
。
こ
の
書
き
様
は
不
自
然
の
一
語
に
尽
き
よ
う
。
仮
に
、
白

河
院
の
支
持
す
る
二
行
説
で
行
わ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
特
に
そ
う
で
あ

る
。
淡
々
と
実
録
し
て
、
五
出
説
を
異
説
と
す
れ
ば
良
い
だ
け
の
話
で
あ



― 155 ― 院政期大嘗会供膳の「秘説」について

る
。
院
に
対
す
る
一
種
の
遠
慮
と
し
て
書
き
様
を
捉
え
れ
ば
、
保
安
の
大

嘗
会
は
、
五
出
説
に
基
づ
き
配
膳
が
な
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
可

能
性
は
、
実
録
で
な
く
制
式
的
性
格
で
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る（
（1
（

、
後
者

の
『
法
性
寺
殿
御
次
第
』
か
ら
も
窺
え
る
。

　

と
も
あ
れ
、
両
説
の
対
立
の
具
体
像
は
そ
の
『
法
性
寺
殿
御
次
第
』
に

描
写
さ
れ
て
い
る
。
五
出
説
を
二
行
説
支
持
の
白
河
院
が
非
難
す
る
と
い

う
構
図
で
あ
る
。
そ
れ
は
配
膳
法
に
関
す
る
記
載
の
裏
書
に
記
さ
れ
て
い

る
が
、陪
膳
采
女
安
芸
の
五
出
説
を
、院（
（1
（

が「
件
説
絶
而
已
久
」、つ
ま
り
、

絶
え
て
久
し
い
説
と
す
る
。
保
安
時
、
院
は
五
出
説
を
「
過
去
の
も
の
」

と
評
価
し
て
い
た
と
了
解
で
き
る
。

　

こ
こ
で
ひ
と
ま
ず
、
白
河
院
政
期
の
配
膳
法
の
実
情
を
ま
と
め
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

　

・�

供
膳
の
神
食
薦
へ
の
配
膳
法
と
し
て
は
二
行
説
と
五
出
説
と
が
あ

り
、
天
仁
の
大
嘗
会
の
時
に
は
と
も
に
成
立
し
て
い
た
。

　

・�

二
行
説
は
保
安
の
大
嘗
会
の
時
に
院
に
支
持
さ
れ
て
い
た
。

　

・�

五
出
説
は
保
安
の
時
点
で
采
女
の
説
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
た
が
、

院
に
は
過
去
の
も
の
と
非
難
さ
れ
て
い
た
。

㈣　

供
膳
に
対
す
る
摂
政
の
姿
勢

　

前
節
を
受
け
、
次
は
、
対
立
が
温
存
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
詰
め
て
い

き
た
い
。
一
番
の
問
題
は
、
院
の
意
向
に
反
し
て
ま
で
采
女
が
五
出
説
を

主
張
し
た
理
由
だ
が
、
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
現
場
の
判
断
」
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
前
述
の
通
り
、
五
出
説
は
保
安
時
に
突
如
登
場
し
た
も
の
で
は
な

い
の
で
、
先
例
と
認
識
し
て
い
た
の
は
確
か
だ
と
考
え
る
。

　

大
嘗
会
で
「
現
場
の
判
断
」
が
重
視
さ
れ
て
い
た
事
実
は
、
天
仁
時
の

準
備
か
ら
も
了
解
で
き
る
。
こ
の
時
の
神
殿
内
の
神
座
設
営
に
当
た
り
、

管
轄
す
る
掃
部
寮
の
古
老
の
意
見
が
吟
味
さ
れ
た（
（1
（

。大
嘗
会
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、「
現
場
の
判
断
」が
意
味
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。

古
老
の
説
は
院
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
結
局
は
後
代
、
古
老

の
意
見
通
り
の
設
営
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。

　

さ
ら
に
、
保
安
の
大
嘗
会
の
供
膳
の
別
の
局
面
で
は
、
院
の
意
向
を
明

ら
か
に
無
視
し
た
作
法
が
実
践
さ
れ
て
い
た
。『
大
嘗
会
卯
日
御
記
』
に

よ
れ
ば
、
神
食
薦
へ
の
配
膳
の
後
は
、
天
皇
が
そ
こ
に
酒
を
灑
ぐ
。
保
安

時
は
そ
の
た
め
の
酒
を
、
後
取
采
女
が
瓶
子
を
取
り
、
陪
膳
が
取
っ
た
本

柏
に
入
れ
さ
せ
、
こ
れ
を
代
行
の
摂
政
忠
通
に
献
じ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
忠
通
は
同
記
で
、
白
河
院
と
『
清
涼
記
』
の
説
を
引
い

て
い
る
。
前
者
の
説
は
、
後
取
の
持
っ
た
瓶
子
を
陪
膳
が
取
り
、
も
う
片

方
の
手
で
本
柏
を
取
り
自
ら
酒
を
入
れ
、
天
皇
に
渡
す
と
す
る
。
要
す
る

に
、
酒
を
注
ぐ
時
は
陪
膳
だ
け
と
い
う
状
態
で
あ
り
、
そ
の
際
後
取
の
役

目
は
な
い
。
後
者
は
と
い
う
と
、
天
皇
が
本
柏
を
取
り
、
陪
膳
が
瓶
入
り
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の
酒
を
取
る
と
す
る
。
こ
の
説
で
後
取
は
登
場
す
ら
し
な
い
。

　

そ
れ
ら
と
は
違
う
現
実
に
つ
い
て
、
忠
通
は
同
記
で
「
采
女
定
有
二
所

存
一
歟
」
と
の
み
記
し
て
い
る（
（2
（

。
采
女
は
自
分
た
ち
に
伝
わ
る
説
に
基
づ

い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、「
次
後
取
取
二
清
酒
一
参
来
、
陪
膳
取
二

本
柏
一
抑
レ
角
取
之
」
り
、「
奉
二
天
皇
一
」
っ
た
と
す
る
『
天
仁
大
嘗
会
記
』

の
本
文
と
も
対
応
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る（
（2
（

。

　

注
意
す
べ
き
は
、
保
安
の
時
の
忠
通
は
非
難
を
す
る
で
も
な
く
、
采
女

の
考
え
を
受
け
止
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
対
応
は
、
大
嘗
会
の

供
膳
作
法
に
対
す
る
摂
政
の
姿
勢
を
良
く
表
し
て
い
よ
う
。

　

そ
の
姿
勢
は
、
別
の
局
面
か
ら
も
窺
え
る
。
忠
通
は
不
機
嫌
な
崇
徳
天

皇
に
代
わ
っ
て
、
悠
紀
の
供
膳
の
ほ
ぼ
全
て
を
行
っ
た
。
こ
の
供
膳
が
終

わ
っ
た
時
、
白
河
院
に
「
於
二
主
基
神
膳
一
者
、
令
二
陪
膳
采
女
供
一
之
」

と
願
い
出
、
拒
否
さ
れ
て
い
る（
（2
（

。

　

こ
の
願
い
出
の
動
機
は
何
で
あ
ろ
う
か
。「
下
官
手
自
勤
二-
仕
神
事
一
、

此
事
偏
帝
者
所
為
也
、非
二
人
臣
之
勤
一
、怖
畏
之
至
、不
レ
知
レ
所
レ
謝
」と
、

供
膳
扶
持
に
恐
れ
の
思
い
を
示
す
忠
通
は
、
大
嘗
会
の
代
行
を
基
本
的
に

は
避
け
る
べ
き
も
の
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
姿
勢
は
同
じ

役
割
を
担
っ
た
摂
政
誰
し
も
が
持
ち
得
る
も
の
と
い
え
、
必
要
以
上
の
介

入
を
避
け
た
結
果
が
、
采
女
の
作
法
の
許
容
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
な

お
、
天
仁
の
大
嘗
会
を
摂
政
と
し
て
扶
持
し
た
父
忠
実
も
、
日
記
『
殿
暦
』

に
「
余
入
二
神
殿
一
供
二
神
物
一
間
、
御
手
ニ
余
乃
手
を
副
天
刾
給
也
、
無
レ
極

恐
思
也
、
雖
レ
然
他
乃
無
二
治
術
一
、
仍
如
レ
此
」
と
、
子
同
様
の
恐
懼
の
思

い
を
示
し
て
い
る（
（2
（

。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、院
政
期
の
大
嘗
会
、特
に
供
膳
の
作
法
に
お
い
て
、

采
女
の
「
現
場
の
判
断
」
が
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
た
実
情
が
浮
き

彫
り
に
な
る
。
た
だ
そ
れ
は
、
白
河
院
の
意
向
の
無
視
が
伴
っ
た
。
摂
政

が
扶
持
す
る
供
膳
に
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が
内
包
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。

㈤　

供
膳
に
対
す
る
院
の
姿
勢

　

供
膳
の
現
場
主
義
が
許
容
さ
れ
た
今
一
つ
の
理
由
は
、
当
の
院
の
側
に

も
あ
っ
た
。

　

摂
政
忠
通
が
主
基
神
殿
の
供
膳
を
采
女
に
代
行
さ
せ
よ
う
と
し
た
際
、

白
河
院
が
拒
絶
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
そ
の
時
の
院
の
返
事
は
、「
幼

主
之
時
摂
政
供
之
、
已
為
二
恒
規
一
」
で
あ
る（
（2
（

。
表
現
は
簡
単
だ
が
、
実

際
の
供
膳
の
責
任
の
一
端
を
摂
政
が
負
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

鳥
羽
重
宏
氏
は
、
大
嘗
会
の
摂
政
扶
持
の
よ
う
な
、
天
皇
御
一
人
の
祭

祀
に
摂
政
が
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
藤
原
道
長
に
よ
る
積
極
的

な
言
動
が
契
機
と
し
、ま
た
、寛
治
の
大
嘗
会
で
摂
政
師
実
―
道
長
の
孫
・

忠
通
の
曾
祖
父
―
が
実
際
に
行
っ
て
い
た
と
推
測
す
る（
（2
（

。
同
氏
の
見
解
に
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よ
れ
ば
、「
恒
規
」
は
摂
関
期
か
ら
院
政
期
の
初
め
に
か
け
て
形
を
整
え
、

寛
治
の
大
嘗
会
で
摂
政
師
実
が
そ
れ
に
基
づ
き
扶
持
し
た
と
い
え
る
。
二

行
説
な
ど
、
作
法
そ
の
も
の
に
意
見
を
述
べ
た
白
河
院
も
、
摂
政
に
供
膳

の
責
任
を
負
わ
せ
る
と
い
う
基
本
姿
勢
が
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。

　

院
で
あ
っ
て
も
摂
政
介
在
の
大
嘗
会
は
摂
政
に
任
せ
る
。
そ
し
て
摂
政

は
采
女
主
導
の
作
法
を
許
容
す
る
。
采
女
は
「
現
場
の
判
断
」
を
貫
く
。

こ
れ
が
院
政
期
大
嘗
会
の
供
膳
作
法
の
基
本
構
図
だ
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
構
図
は
、『
後
鳥
羽
院
御
記
』
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
同
記
は
、

こ
れ
ま
で
説
明
し
て
き
た
配
膳
法
の
秘
説
と
、
御
飯
の
杯
数
・
内
容
に
つ

い
て
示
し
た
後
、
い
い
聞
か
せ
た
通
り
に
対
処
す
る
旨
を
示
す
。
た
だ
そ

の
後
、「
幼
主
時
ハ
又
諸
事
摂
政
之
計
也
」
と
付
け
加
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、

「
摂
政
扶
持
で
幼
主
が
行
う
供
膳
の
作
法
は
摂
政
の
責
任
に
よ
る
」
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
保
安
時
の
白
河
院
の
姿
勢
と
通
底
す
る
と
い

え
よ
う
。

　
　
　

二
、「
秘
説
」
主
張
の
背
景

㈠　
『
後
鳥
羽
院
御
記
』
の
摂
政
不
在
の
供
膳
に
対
す
る
評
価

　

前
章
で
は
、
院
政
期
に
行
わ
れ
た
摂
政
扶
持
の
大
嘗
会
の
供
膳
作
法
に

つ
い
て
、
院
で
あ
っ
て
も
現
場
介
入
で
き
な
い
一
面
が
あ
る
と
論
じ
た
。

こ
の
一
面
を
念
頭
に
置
く
と
、『
後
鳥
羽
院
御
記
』
で
「
秘
説
」
を
示
す

背
景
も
浮
き
彫
り
に
で
き
る
。
以
降
は
、
建
暦
の
大
嘗
会
に
お
け
る
順
徳

天
皇
の
斎
主
と
し
て
の
立
場
を
端
緒
に
、
そ
の
背
景
を
確
か
め
て
い
き
た

い
。

　

天
皇
は
承
元
四
年
（
一
二
一
〇
）
の
受
禅
の
時
点
で
、
大
嘗
会
を
摂
政

扶
持
な
し
で
親
祭
す
る
道
筋
が
つ
い
て
い
た
。
先
帝
の
関
白
近
衛
家
実
は

同
職
の
ま
ま
で
あ
っ
た（
（2
（

。
受
禅
二
年
前
の
承
元
二
年
（
一
二
〇
八
）、
当

年
十
二
歳
で
元
服
し
て
い
た（
（2
（

天
皇
に
は
摂
政
不
要
と
い
う
の
が
、
当
時
と

し
て
は
真
っ
当
な
判
断
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
摂
政
不
在
の
受
禅

は
、
保
元
三
年
（
一
一
五
八
）
の
二
条
天
皇
以
来
の
こ
と
で
、
当
然
大
嘗

会
も
半
世
紀
ぶ
り
の
親
祭
で
あ
る
。

　

大
嘗
会
の
供
膳
に
お
い
て
は
、
摂
政
と
関
白
で
は
全
く
立
場
が
違
う
。

『
天
仁
大
嘗
会
記
』
に
「
相
伝
云
、
摂
政
入
二
神
殿
内
一
関
白
不
レ
入
云
々
」

と
あ
る
よ
う
に
、
白
河
院
政
期
の
時
点
で
す
で
に
、
関
白
は
供
膳
に
関
わ

ら
な
い
定
め
と
な
っ
て
い
た（
（2
（

。

　

摂
政
不
在
の
事
態
へ
の
対
処
法
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
見
て
き
た『
後

鳥
羽
院
御
記
』
を
確
か
め
る
と
分
か
る
点
が
あ
る
。
そ
の
手
掛
か
り
は
差

し
当
た
っ
て
二
つ
あ
る
。
ま
ず
、
先
ほ
ど
引
い
た
「
幼
主
時
ハ
又
諸
事
摂

政
之
計
也
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
直
接
的
に
は
、
摂
政
扶
持
の
大
嘗
会

で
の
「
秘
説
」
と
違
う
作
法
―
例
え
ば
五
出
説
に
基
づ
く
配
膳
法
―
が
実
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践
さ
れ
て
も
許
容
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る（

（2
（

。
全
否
定
し
て
い
な
い
の

は
、
幼
主
の
大
嘗
会
が
今
後
も
行
わ
れ
得
る
状
況
下
で
の
、
一
種
の
配
慮

と
受
け
止
め
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
だ
が
、
文
言
を
逆
に
捉
え
れ
ば
、
親

祭
で
あ
れ
ば
「
秘
説
」
に
従
う
と
い
う
、
定
め
の
存
在
が
浮
き
彫
り
に
な

る
。

㈡　

摂
政
不
在
の
供
膳
と
祈
請
詞

　
『
後
鳥
羽
院
御
記
』
が
摂
政
不
在
の
大
嘗
会
を
意
識
し
て
い
る
と
分
か

る
今
一
つ
の
手
が
か
り
は
、
供
膳
ま
で
一
月
を
き
っ
た
建
暦
二
年
十
月

二
十
三
日
に
教
え
た
と
さ
れ
る
、「
最
秘
蔵
事
」
と
す
る
祈
請
詞
で
あ
る
。

同
記
に
は
、
単
に
祈
請
詞
の
存
在
だ
け
で
は
な
く
、
天
照
大
神
と
天
神
地

祇
へ
の
天
皇
の
除
災
祈
願
を
旨
と
す
る
文
言
自
体
も
載
っ
て
い
る
。

　

そ
の
祈
請
詞
に
つ
い
て
『
後
鳥
羽
院
御
記
』
は
、「
此
事
不
レ
載
二
諸
家

記
一
、
又
無
二
知
人
一
歟
」
と
す
る
。
記
し
た
諸
家
の
記
録
も
、
そ
し
て
知

る
人
も
い
な
い
か
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
建
暦
二
年
当
時
は
、
譲
位
し

た
ば
か
り
の
新
院
土
御
門
院
が
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
の
御
記
の
表
現

で
あ
る
。

　

土
御
門
院
の
大
嘗
会
は
四
歳
の
時
、
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
に
行
わ

れ
た（
（3
（

。
こ
の
時
は
摂
政
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
、
供
膳
は
同
職
近
衛
基
通

が
扶
持
し
て
い
た
と
見
て
差
し
支
え
な
い
。
摂
政
扶
持
時
の
次
第
は
、
前

章
で
も
見
た
、
藤
原
忠
通
に
よ
る
『
大
嘗
会
卯
日
御
記
』『
法
性
寺
殿
御

次
第
』
に
詳
し
い
。
孫
の
基
通
も
内
容
は
承
知
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

両
書
と
も
、
摂
政
扶
持
で
あ
っ
て
も
不
可
侵
な
、
御
飯
と
御
酒
を
天
皇

が
召
す
作
法
は
細
か
く
記
載
し
て
い
る（
（3
（

。
だ
が
そ
こ
に
は
、
祈
請
詞
の
文

言
は
お
ろ
か
、
祈
請
の
事
実
す
ら
載
っ
て
い
な
い
。
御
記
の
示
す
通
り
で

あ
る
。
祈
請
詞
の
文
言
を
幼
主
が
完
全
に
理
解
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う

点
も
含
め
て
勘
案
す
る
と
、建
暦
以
前
、摂
政
扶
持
の
供
膳
に
お
い
て
は
、

祈
請
詞
奏
上
自
体
が
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

摂
政
扶
持
の
供
膳
で
祈
請
詞
が
な
い
と
な
る
と
、
祈
請
詞
は
親
祭
を
行

う
天
皇
に
の
み
受
け
継
が
れ
る
と
い
う
流
れ
が
想
起
で
き
る
。「
無
二
知

人
一
歟
」
と
い
う
御
記
の
表
現
が
、
土
御
門
院
を
も
念
頭
に
置
い
た
も
の

で
あ
っ
た
と
し
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
記
主
と
し
て
名
の
残
る
当
の
後
鳥
羽
院
も
、
自
ら
の
大
嘗

会（
（3
（

（
元
暦
元
年
〈
一
一
八
四
〉）
の
時
は
当
時
五
歳
の
幼
主
で
、
基
通
が

摂
政
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
当
時
の
治
天
で
、
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
ま

で
存
命
し
て
い
た
後
白
河
院
は
、
久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）
に
、
摂
政
扶

持
な
し
の
大
嘗
会
を
行
っ
て
い
た（
（3
（

。
少
な
く
と
も
「
秘
説
」
が
穏
便
裡
に
、

後
鳥
羽
院
へ
と
伝
授
継
承
で
き
る
条
件
は
整
っ
て
い
た
と
は
い
え
る
。
だ

が
、
実
際
の
過
程
の
把
握
は
―
敢
え
て
い
え
ば
継
承
の
有
無
自
体
の
確
認

も
―
現
状
で
は
困
難
と
い
え
よ
う
。
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以
上
の
点
を
ま
と
め
た
い
。『
後
鳥
羽
院
御
記
』が
示
す「
秘
説
」と
は
、

親
祭
時
の
供
膳
の
作
法
を
め
ぐ
る
評
価
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
摂
政

が
認
め
得
る
采
女
の
五
出
説
を
次
説
と
し
て
位
置
付
け
、
か
つ
、
摂
関
家

を
含
む
諸
家
の
記
録
に
な
い
祈
請
詞
を
「
最
秘
蔵
事
」
と
し
て
い
る
点
を

踏
ま
え
れ
ば
、「
秘
説
」
は
、
親
祭
時
の
作
法
を
、
摂
政
扶
持
時
の
そ
れ

よ
り
も
優
位
に
据
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
了
解
で
き
る
。

㈢　
「
秘
説
」
の
披
露
と
権
威
の
付
与

　

さ
て
、「
秘
説
」
を
示
す
『
後
鳥
羽
院
御
記
』
に
は
、
成
立
の
面
で
大

き
な
疑
問
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。そ
の「
秘
説
」、祈
請
詞
に
至
っ
て
は「
最

秘
蔵
事
」
を
、
な
ぜ
記
録
に
残
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
記
録
に
残
し
て
し

ま
え
ば
、
当
時
秘
密
に
し
て
い
て
も
、
い
ず
れ
は
不
特
定
多
数
が
そ
の
内

容
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、『
天
仁
大
嘗
会
記
』
ひ
と
つ
見
て
も
、

「
両
宮
先
皇
御
記
」「
長
元
御
記
」
が
引
用
さ
れ
、
天
皇
の
作
法
を
紹
介
し

て
い
る
。御
記
で
あ
っ
て
も
そ
の
流
れ
は
免
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
し
た
点
を
『
後
鳥
羽
院
御
記
』
の
記
主
が
了
解
し
て
い
な
か
っ
た
と

は
考
え
難
い
。
で
あ
れ
ば
、「
秘
説
」
の
披
露
を
最
初
か
ら
意
図
し
て
、

同
記
が
作
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

そ
の
意
図
の
さ
ら
な
る
動
機
だ
が
、
秩
序
に
基
づ
く
天
皇
の
権
威
高
揚

を
意
図
し
て
い
た
点
は
少
な
く
と
も
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
目
崎
徳
衛
氏
は
、

有
職
故
実
書
『
世
俗
浅
深
秘
抄
』
に
あ
る
関
白
の
作
法
を
批
判
す
る
旨
の

記
載
を
し
て
、
関
白
が
臣
下
で
あ
る
点
を
知
ら
し
め
よ
う
と
す
る
、
後
鳥

羽
院
の
誇
り
が
あ
る
と
指
摘
す
る（
（3
（

。
供
膳
の
扶
持
を
し
な
い
関
白
在
任
時

の
『
後
鳥
羽
院
御
記
』
で
の
、
摂
政
扶
持
時
の
作
法
を
別
枠
に
置
く
「
秘

説
」
の
表
明
か
ら
も
、
そ
う
し
た
意
識
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

　

そ
う
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
同
記
の
配
膳
法
で
二
行
説
を
「
秘
説
」
と
位

置
付
け
る
の
も
理
に
適
っ
て
い
る
。二
行
説
を
支
持
し
て
い
た
白
河
院
は
、

後
白
河
院
の
前
の
摂
政
不
在
の
大
嘗
会
の
斎
主
で
あ
る
。『
後
鳥
羽
院
御

記
』
に
お
け
る
同
院
は
、「
秘
説
」
に
権
威
と
実
践
性
を
付
与
す
る
存
在

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

だ
が
「
秘
説
」
の
披
露
自
体
は
、
順
徳
天
皇
受
禅
時
か
ら
の
周
到
な
計

画
で
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
周
到
で
あ
れ
ば
、
そ
の
時
は
本
来
行
わ
れ
る

べ
き
だ
っ
た
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
の
時
点
で
あ
ろ
う
。『
後
鳥
羽
院

御
記
』
に
記
さ
れ
た
、
実
際
に
披
露
を
し
た
時
期
は
建
暦
二
年
の
十
月
、

建
暦
元
年
の
延
引
決
定
は
十
一
月
で
あ
る（
（3
（

。「
秘
説
」
の
披
露
が
十
月
だ

と
当
初
か
ら
定
ま
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
建
暦
元
年
に
行
わ
れ
て
い
な
け
れ

ば
不
自
然
で
あ
る（
（3
（

。

　

他
方
、
建
暦
元
年
の
時
点
か
ら
大
嘗
会
の
準
備
に
後
鳥
羽
院
が
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
た
点
は
否
定
で
き
な
い
。
当
年
九
月
に
は
大
嘗
会
の
習
礼

を
行
い
、
院
自
ら
が
行
事
を
取
り
仕
切
る
内
弁
を
買
っ
て
出
て
い
る（
（3
（

。
ま



國學院雜誌　第 120 巻第 11 号（2019年） ― 160 ―

た
関
白
以
下
を
院
御
所
に
参
入
さ
せ
、
大
嘗
会
の
論
議
を
行
わ
せ
て
も
い

る（
（3
（

。こ
れ
ら
の
事
情
を
勘
案
す
る
と
、「
秘
説
」披
露
の
根
本
的
な
動
機
は
、

期
待
し
て
い
た
子
の
天
皇
に
対
す
る
後
鳥
羽
院
の
親
心
で
あ
り
、
そ
の
気

持
ち
を
発
揮
す
る
過
程
で
、
天
皇
の
権
威
高
揚
と
い
う
、「
秘
説
」
披
露

の
意
義
を
見
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

ま
と
め

　

以
上
、『
後
鳥
羽
院
御
記
』
に
示
さ
れ
た
「
秘
説
」
に
つ
い
て
、
摂
政

扶
持
な
し
の
供
膳
、
す
な
わ
ち
親
祭
を
行
う
天
皇
の
権
威
高
揚
と
表
裏
一

体
の
関
係
に
あ
る
点
を
論
じ
て
き
た
。
一
点
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、

「
秘
説
」
と
い
う
形
で
示
さ
れ
た
大
嘗
会
の
「
秘
儀
」
と
は
、
摂
政
扶
持

の
作
法
を
全
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
し
な
け
れ
ば
祭
祀
と
し

て
成
り
立
た
な
い
類
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
あ
く
ま

で
も
、
親
祭
の
当
事
者
を
介
し
た
経
験
に
裏
付
け
さ
れ
た
、
権
威
あ
る
祭

儀
に
過
ぎ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、『
後
鳥
羽
院
御
記
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
日
付
の
後
に
、「
御
記

云
」
と
い
う
書
き
出
し
か
ら
始
ま
る
。
つ
ま
り
、
後
鳥
羽
院
自
身
が
記
し

た
も
の
を
そ
の
ま
ま
引
き
写
し
た
の
で
は
な
く
、
後
代
編
ま
れ
た
も
の
で

あ
る
。
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
の
奥
書
に
基
づ
け
ば
、
引
き
ま
と
め
た

の
は
、御
記
を
所
持
し
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
当
時
法
皇
の
後
深
草
院
、

あ
る
い
は
そ
の
前
の
天
皇
の
可
能
性
が
高
い
。
つ
ま
り
、
後
代
の
院
が
、

同
記
に
あ
る
「
秘
説
」
を
強
く
希
求
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

永
仁
六
年
は
後
伏
見
天
皇
の
大
嘗
会
の
当
年
で
、
こ
の
時
は
摂
政
鷹
司

兼
忠
が
扶
持
し
た
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
の
書
写
は
、
鎌
倉
末
期
に
例
と

な
っ
て
い
た
、十
歳
以
上
の
天
皇
の
親
供
に
備
え
て
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。

天
皇
は
当
年
十
一
歳
で
あ
っ
た
。

　

と
も
あ
れ
、
こ
れ
よ
り
前
、
順
徳
天
皇
よ
り
後
の
間
で
、『
後
鳥
羽
院

御
記
』
が
真
に
意
義
を
持
ち
得
る
摂
政
扶
持
な
し
の
親
祭
は
、
後
嵯
峨
天

皇
と
伏
見
天
皇
に
限
ら
れ
る
。
後
嵯
峨
天
皇
の
時
は
、『
平
戸
記
』
に
「
祭

祀
之
間
、
又
多
二
違
例
等
一
云
々
」
な
ど
と
記
さ
れ
る
有
様
で
あ
っ
た（
（3
（

。

も
ち
ろ
ん
供
膳
の
作
法
を
直
接
指
し
て
の
文
言
で
は
な
か
ろ
う
。
だ
が
、

同
記
に
よ
れ
ば
卯
日
の
失
錯
は
数
々
だ
っ
た
よ
う
で
、
そ
う
し
た
状
況
が

供
膳
作
法
の
継
承
に
一
種
の
危
機
感
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。

　

そ
の
後
、
伏
見
天
皇
の
親
祭
を
控
え
て
、
作
法
を
決
し
伝
え
る
立
場
に

あ
っ
た
の
は
後
深
草
院
で
あ
る
。
当
時
の
院
は
『
後
鳥
羽
院
御
記
』
を
最

も
希
求
し
た
一
人
で
あ
っ
た
ろ
う
。
な
お
、
両
統
迭
立
下
で
の
自
統
の
正

統
性
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
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註（
1
）�「
秘
儀
」
に
関
係
す
る
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
塩
川
哲
朗
「「
真
床
襲
衾
」
を
め
ぐ

る
折
口
信
夫
大
嘗
祭
論
と
そ
の
受
容
に
関
す
る
諸
問
題
」（『
國
學
院
大
學
校
史
・

学
術
資
産
研
究
』
一
一
、
平
成
三
十
一
年
〈
二
〇
一
九
〉）
に
詳
し
い
。

（
2
）�

岡
田
莊
司『
大
嘗
祭
と
古
代
の
祭
祀
』吉
川
弘
文
館
、平
成
三
十
一
年（
二
〇
一
九
）。

（
3
）�『
中
右
記
』
天
仁
元
年
十
一
月
二
十
一
日
条
。

（
4
）�

本
稿
で
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
伏
見
宮
本
（
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

〈http://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100179522

〉
参
照
）
に
基
づ
い
た
。

（
5
）�『
後
鳥
羽
院
御
記
』
の
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
の
奥
書
に
は
、
時
の
「
法
皇
」

す
な
わ
ち
後
深
草
院
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
伏
見
宮
本
は
伏

見
院
宸
筆
と
伝
わ
る
。

（
6
）�

安
江
和
宣
『
大
嘗
祭
神
饌
御
供
進
儀
の
研
究
』
神
社
新
報
社
、
令
和
元
年

（
二
〇
一
九
）、
岡
田
前
掲
（
2
）、
木
村
大
樹
「
大
嘗
祭
の
神
饌
供
進
儀
に
お
け

る
「
秘
事
」
の
継
承
」『
神
道
宗
教
』
二
五
四
・
二
五
五
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）。

（
7
）�『
後
鳥
羽
院
御
記
』
は
神
食
薦
の
寸
法
を
「
長
二
尺
六
七
寸
許
、
弘
一
尺
三
寸
許
」

と
す
る
。

（
8
）�

安
江
前
掲
（
6
）。

（
9
）�『
江
家
次
第
』
第
十
五
大
嘗
会
。

（
10
）�

清
水
潔
「
天
仁
元
年
大
嘗
会
に
つ
い
て
」『
神
道
史
論
叢
』
国
書
刊
行
会
、
昭
和

五
十
九
年
（
一
九
八
四
）。

（
11
）�『
天
仁
大
嘗
会
記
』
天
仁
元
年
十
一
月
二
十
一
日
条
。
同
記
は
木
本
好
信
氏
の
『
江

記
逸
文
集
成
』
に
よ
っ
た
。

（
12
）�

安
江
前
掲
（
6
）。

（
13
）�

陪
膳
法
の
二
種
の
説
の
成
立
過
程
に
触
れ
た
研
究
と
し
て
は
田
中
初
夫
『
践
祚
大

嘗
祭　

研
究
編
』（
木
耳
社
、
昭
和
五
十
年
〈
一
九
七
五
〉）、
川
出
清
彦
『
祭
祀

概
説
』
学
生
社
、
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）。
安
江
前
掲
（
6
）、
木
村
前
掲

（
6
）
が
あ
る
。
田
中
氏
は
五
出
説
が
先
行
し
、
先
述
し
た
重
ね
方
の
問
題
で
二

行
説
が
成
立
し
た
と
推
測
す
る
が
、
安
江
氏
は
こ
れ
に
疑
問
を
呈
し
、
二
行
説
を

先
行
配
膳
法
と
見
る
。

（
14
）�『
天
仁
大
嘗
会
記
』
天
仁
元
年
十
一
月
二
十
一
日
条
。

（
15
）�

本
稿
で
は
『
大
嘗
会
卯
日
御
記
』『
法
性
寺
殿
御
次
第
（
大
嘗
会
次
第
）』
双
方
と

も
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
九
条
本
（
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
〈『
大
嘗
会

卯
日
御
記
（
法
性
寺
殿
御
記
）』h

ttp
://k

oten
sek

i.n
ijl.ac.jp

/
biblio/100249077

・『
法
性
寺
殿
御
次
第
』http://kotenseki.nijl.ac.jp/

biblio/100249313

〉
参
照
）
に
基
づ
い
た
。

（
16
）�

安
江
前
掲
（
6
）
で
は
、
摂
関
な
い
し
大
臣
が
大
嘗
会
に
あ
わ
せ
て
作
進
さ
れ
る

「
大
嘗
会
次
第
」
と
指
摘
す
る
。

（
17
）�

裏
書
で
あ
る
以
上
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
「
院
」
を
白
河
院
と
即
断
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
だ
が
、
裏
書
に
は
采
女
安
芸
の
師
の
采
女
の
言
も
記
さ
れ
て
い
る
。
安

芸
は
崇
徳
天
皇
・
近
衛
天
皇
に
仕
え
た
采
女
と
さ
れ
て
い
る
の
で
（
安
江
前
掲

（
6
））、
当
人
の
話
を
聞
け
た
時
代
を
勘
案
す
れ
ば
、
裏
書
の
「
院
」
は
白
河
院

と
見
て
差
し
支
え
な
い
と
考
え
る
。

（
18
）�『
天
仁
大
嘗
会
記
』
天
仁
元
年
十
一
月
二
十
一
日
条
。

（
19
）�

こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
岡
田
前
掲
（
2
）
に
詳
し
い
。

（
20
）�『
法
性
寺
殿
御
次
第
』
に
も
、
采
女
が
実
際
の
作
法
通
り
の
説
明
を
し
て
い
る
旨

の
注
が
あ
る
。

（
21
）�

な
お
、『
天
仁
大
嘗
会
記
』
は
、
酒
を
盛
っ
て
か
ら
天
皇
に
渡
す
作
法
自
体
を
「
近

代
所
行
」
と
し
て
い
る
。
天
皇
が
持
つ
本
柏
に
酒
を
注
ぐ
と
す
る
『
清
涼
記
』
の

作
法
に
つ
い
て
は
、
古
い
も
の
だ
と
理
解
さ
れ
て
い
た
と
分
か
る
。

（
22
）�『
大
嘗
会
卯
日
御
記
』。

（
23
）�『
殿
暦
』
天
仁
元
年
十
一
月
二
十
一
日
条
。

（
24
）�『
大
嘗
会
卯
日
御
記
』。

（
25
）�

鳥
羽
重
宏
「
大
嘗
祭
・
神
宮
奉
幣
と
摂
政
・
関
白
」
『
神
道
宗
教
』

一
四
〇
・
一
四
一
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）。
寛
治
の
大
嘗
会
に
お
け
る
摂
政
師
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実
扶
持
は
、
天
仁
の
大
嘗
会
を
扶
持
し
た
忠
実
が
「
今
夜
次
第
如
二
寛
治
元
年
一
」

と
し
て
い
る
（『
殿
暦
』
天
仁
元
年
十
一
月
二
十
一
日
条
）
点
か
ら
も
、
行
わ
れ

た
の
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
ろ
う
。

（
26
）�『
百
錬
抄
』
承
元
四
年
十
二
月
二
十
五
日
条
。

（
27
）�『
猪
隈
関
白
記
』
承
元
二
年
十
二
月
二
十
五
日
条
。

（
28
）�

実
際
の
大
嘗
会
の
時
、
関
白
家
実
は
母
の
没
に
よ
る
重
服
の
身
で
あ
り
、
仮
に
摂

政
だ
っ
た
と
し
て
も
神
事
に
は
関
わ
れ
な
か
っ
た
。

（
29
）�『
後
鳥
羽
院
御
記
』
は
、
摂
政
扶
持
時
の
配
膳
法
を
指
定
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

先
行
す
る
史
料
を
見
て
も
同
様
で
、
当
時
、
摂
政
扶
持
時
に
五
出
説
、
親
祭
の
時

に
二
行
説
と
い
う
区
分
が
確
立
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
慎
重
な
検
討
を
要
し
よ

う
。

（
30
）�『
百
錬
抄
』
建
久
九
年
十
一
月
二
十
二
日
条
。

（
31
）�

保
安
の
大
嘗
会
の
供
膳
次
第
か
ら
、
摂
政
不
可
侵
の
儀
に
関
し
て
指
摘
し
た
論
考

と
し
て
、
鳥
羽
前
掲
（
25
）。

（
32
）�『
百
錬
抄
』
元
暦
元
年
十
一
月
十
八
日
条
。

（
33
）�

妻
の
服
を
憚
っ
た
と
い
う
理
由
も
あ
る
に
せ
よ
、
実
際
、
時
の
関
白
忠
通
は
神
殿

に
は
入
ら
な
か
っ
た
。『
兵
範
記
』
久
寿
二
年
十
一
月
二
十
三
日
条
。

（
34
）�

目
崎
徳
衛
『
史
伝
後
鳥
羽
院
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）。

（
35
）�『
百
錬
抄
』
建
暦
元
年
十
一
月
十
六
日
条
。『
愚
管
抄
』
巻
六
に
は
前
月
の
朱
雀
門

倒
壊
も
原
因
と
さ
れ
て
い
る
が
、
直
接
的
に
は
順
徳
天
皇
准
母
春
華
門
院
の
崩
御

が
理
由
で
あ
る
。

（
36
）�

た
だ
、
直
接
的
な
契
機
で
あ
る
采
女
伝
来
の
作
法
を
是
正
す
る
機
会
が
、
十
月
に

定
式
化
さ
れ
て
い
た
あ
と
は
窺
え
な
い
。
天
仁
の
時
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、
院
が
采

女
に
作
法
を
問
う
た
の
は
、
供
膳
の
五
日
前
で
あ
る
（『
殿
暦
』
天
仁
元
年
十
一

月
十
六
日
条
）。

（
37
）�『
玉
蘂
』
建
暦
元
年
九
月
二
日
条
。

（
38
）�『
玉
蘂
』
建
暦
元
年
九
月
二
十
五
日
条
。

（
39
）�『
平
戸
記
』
仁
治
三
年
十
一
月
十
三
日
条
。


